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VHH（HCAb重鎖の可変ドメイン）としても知られるナノボディは、ラマやラクダなどのラクダ科動物種由来の抗体フラグメントクラ

スです。これらのユニークで汎用的な分子は、その優れた特性と潜在的なアプリケーションにより、生体医学研究分野で大きな注

目を集めています。この記事では、ナノボディの世界を深く掘り下げ、その構造、利点、および多様な用途を探ります。

構造と特性:

従来の抗体は2本の重鎖と2本の軽鎖で構成されていますが、ナノボディは重鎖に由来する単一のドメインで構成されています。

通常約15kDaの単一ドメイン構造により、ナノボディは、抗原結合特性を保持しつつ、さらなる利点を得ることができます。

ナノボディの利点:

1. 小サイズ: ナノボディは、従来の抗体よりも極めて小さいため、大きな分子ではアクセスできない可能性のある標的に結合す

ることができます。この特性は、タンパク質上の隠れたエピトープや潜在性エピトープを標的とする際に理想的です。

2. 高い安定性: ナノボディは、極端な温度やpHレベルなどの過酷な条件下でも、優れた安定性を示します。この安定性により、

ナノボディは、診断や治療を含む幅広い用途に適しています。

3. 効率的な生産: ナノボディは、組換えDNA技術を通じて生産可能なため、さまざまな発現系での大規模生産ができます。

この拡張性により、経済的に生産し、研究や商業目的ですぐに利用することができます。

ナノボディのアプリケーション:

1. 治療薬: ナノボディは、治療薬として大きな可能性を秘めています。サイズが小さいため、組織への浸透性が向上し、血流

中での半減期を長くするように設計することができます。ナノボディは、がん細胞を標的にし、毒素を中和し、ウイルス感染を

阻止する可能性を示しています。

2. 診断:ナノボディは、その高い特異性と安定性により、診断アプリケーションにとって貴重なツールです。これらは、特定のバイオ

マーカーや病原体を検出するための酵素結合免疫吸着測定法 (ELISA) やラテラルフローアッセイなどのさまざまなアッセイ

で使用できます。

3. 研究ツール: ナノボディは、さまざまな分野で不可欠な研究ツールとなっています。これらは、タンパク質の構造と機能を研究

したり、細胞内の特定の分子を視覚化し追跡したりするために使用できます。ナノボディは、免疫沈降や蛍光顕微鏡などの

技術にも利用できます。

4. バイオテクノロジー: ナノボディは、バイオテクノロジープロセスに応用できることが分かっています。これらは、タンパク質精製用の

アフィニティーリガンドとして使用でき、標的タンパク質の単離と精製に役立ちます。ナノボディは、環境汚染物質の検出や工

業プロセスの監視用のバイオセンサーの開発にも使用できます。

ナノボディ:
生物医学研究に革命をもたらす抗体フラグメント



【お問い合わせ】 試薬機器部

TEL：052-624-4388 FAX：052-624-4389

メール：biosupport@filgen.jp URL：https://filgen.jp/

代理店

(APR.2024)

フィルジェン 株式会社

ラクダ科動物種に由来する小さな抗体フラグメントであるナノボディは、生物医学研究における強力なツールとして登場しました。

ユニークな構造、小型、高い安定性、多様なアプリケーションにより、治療、診断、研究、バイオテクノロジーなどさまざまな分野で

非常に魅力的です。科学者がその特性の探求と最適化を続けるにつれて、ナノボディは、疾患の理解を進め、医療上の課題に

対する革新的なソリューションを開発する上で、ますます重要な役割を果たすことが期待されています。

ナノボディライブラリーは、研究、診断、治療におけるさまざまなアプリケーションに使用されます。ナノボディライブラリーの一般的な

用途は以下の通りです。:

1. 標的タンパク質の検出:ナノボディライブラリーをスクリーニングすることで、目的の標的タンパク質に特異的に結合するナノボ

ディを同定できます。これらのナノボディは、ウエスタンブロッティング、免疫組織化学、フローサイトメトリーなどのさまざまなアッセ

イでタンパク質の検出に使用できます。

2. タンパク質精製: ナノボディは、特定のタンパク質に対する親和性を持つように設計することで、複雑な混合物からそのタンパ

ク質を精製することが可能になります。ナノボディライブラリーにより、アフィニティークロマトグラフィーやその他の精製技術で使用

できる高親和性ナノボディの同定が可能になります。

3. 治療: ナノボディは、そのサイズの小ささ、安定性、および特定の標的に結合する能力により、治療薬として有望であることが

示されています。ナノボディライブラリーをスクリーニングして、がん、自己免疫疾患、感染症などのさまざまな疾患の治療薬とし

て開発可能なナノボディを同定できます。

4. イメージングと診断: ナノボディは、イメージング剤と結合したり、腫瘍マーカーや疾患バイオマーカーなどの特定の標的を視覚

化して検出するための診断アッセイに使用したりすることができます。ナノボディライブラリーは、イメージングおよび診断目的で

高い親和性と特異性を備えたナノボディの発見を容易にします。

全体として、ナノボディライブラリーは、研究、診断、治療における多様なアプリケーションを持つナノボディの発見と開発のための貴

重なリソースとなります。

関連サービス：トリマーオリゴを用いたランダムオリゴヌクレオチドライブラリー合成

※ この記事は、著者Luke McLaughlin(@LKMBiotechRev)に許可を得て翻訳したものです。
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